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ঢ়گͷதͰʮओମతɾର࿩తͰਂֶ͍ͼʯΛ࣮͍ͯ͘͠ݱ伴͸Կ͔Λݕ౼͠߹͍ɺ͜ͷ՝୊ʹͦΕͧΕͷ
ΛͲͷΑ͏ʹσβΠϯͯ͠ۀ༗͠ɺର࿩ͷ࣭ʹয఺Λ౰ͯɺतڞΔ͔Λ͍ͯͬ߹͖޲Ͳ͏͕ͪͨࢲ৔Ͱݱ
͍͔͘ɺࢀՃऀͷΈͳ͞·ͱͱ΋ʹڠಇ୳͖͍ͯ͠ڀ·͢ɻಛʹγϯϙδ΢ϜͰ͸ɺʮ��ੈلͷֶͼʯͷ
Γํʹ͍ͭͯ΋֬ೝ͠ͳ͕Βର࿩ͱٞ࿦ΛॏͶɺ͜Ε·Ͱࡏ ;POF�" Ͱ஝ੵ͖ͯͨ͠஌ݟΛ͞Βʹલਐ͞
͍͖ͤͯ·͢ɻ

$POOFDUJPO
0SJFOUBUJPO
4FTTJPO�ᶗ

઀ଓ
ΦϦΤϯςʔγϣϯ
8FCJOBS�4ZNQPTJVNT
ʮਂֶ͍ͼʹͭͳ͕ΔίϛϡχςΟͷର࿩ͷࡏΓํΛ୳Δʯ

�����������

�����������

෱Ҫେֶ࿈߹ڭ৬։ൃڀݚՊ�।ڭतɹ໦ଜɹɹ༏
෱Ҫେֶ࿈߹ڭ৬։ൃڀݚՊ�।ڭतɹখྛɹ࿨༤

෱Ҫେֶڭҭֶ෦ෟଐ༮ஓԂ�෭Ԃ௕ɹࡈ౻ɹࢠ߂
দຊࢢ๕઒খֶڭ�ߍ་ɹɹɹɹɹɹɹ্݉ɹɹ३
খ඿ࢢখ඿ୈೋதֶߍ�ߍ௕ɹɹɹɹɹՃ෱ɹलथ
෱Ҫେֶ࿈߹ڭ৬େֶӃ�।ڭतɹɹɹٶԼɹਖ਼࢙ɹ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢܟশུʣ
8FCJOBS�#SFBLPVU�3PPN
4FTTJPO�ᶗͷٞ࿦ʹ͖ͮجɺࢀՃऀͦΕͧΕͷֶߍ
ͮ͘Γͷ௕͍࣮ફΛڞ༗͠ɺ৽ͨͳग़ձ͍ͱڠಇΛ
ฤΈࠐΜͰ͍͖·͢ɻখάϧʔϓࣜܗͰڠಇΛฤΈ
Έɺ࣮ફΛσβΠϯ͠ɺจԽΛੜΈग़͠·͢ɻࠐ

ରஊ

γϯϙδ΢Ϝ
ʻγϯϙδετʼ

ʻίʔσΟωʔλʔʼ

4FTTJPOɹᶘ
༗ͱ໌೔΁ͷల๬ڞঢ়ݱ
$SPTT�TFTTJPO

�����������
�����������
�����������

�����������

��ߍֶ



࣮ફڀݚ෱Ҫϥ΢ϯυςʔϒϧ

ZONE B �
�����4QSJOH�4FTTJPOT�'FC���UI

ಇ͖ํվֵͱֶͼ߹͏ֶͮ͘ߍΓ
ʵ૊৫ɾίϛϡχςΟɾΧϦΩϡϥϜͷϚωδϝϯτʵ

ɹࠓ೔ͷֶڭߍҭʹ͸ɺ͜Ε͔ΒͷมԽͷܹ͍࣌͠୅ʹ͓͍ͯ࣋ଓՄೳͳࣾձͷ୲͍खͱͳΔࢠͲ΋ͨͪͷ࣭ࢿɾೳ
ྗΛҭΉͨΊɺओମతɾର࿩తͰਂֶ͍ͼͷ࣮ݱͳͲɺڭҭͷ࣭తస׵ɾٻ্͕޲ΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺڭһͷେ
ྔୀ৬ʹ൐͍ɺए͍ੈ୅ͷڭһΛ͑ࢧҭͯΔ૊৫ͮ͘Γ΋ඞཁͱ͞ΕΔͳͲɺֶߍ͸େ͖ͳมֵͷͳ͔ʹ͋Γ·͢ɻ
ଞํͰɺڭһͷಇ͖ํվֵ΋ٸ຿ͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜͏ͨ͠ঢ়گͷͳ͔ͰڭҭʹܞΘΔऀͷଟ͘͸ɺڭҭͷ࣭త্޲
ͱಇ͖ํվֵͱ͸ҰํΛਪਐ͢Ε͹ଞํ͕ఀ଺͢Δͱ͍͏σΟϨϯϚʹ೰·͞Ε͍ͯΔͷͰ͸ͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔ɻ
ɹ;POF�#ʮڭࢣڭҭʯͰ͸ɺݱঢ়Λࠀ෰͠ɺڭҭͷ࣭త্޲ͱಇ͖ํվֵͱͷཱ྆Λ໨ͯ͠ࢦɺ࣏ࣗମʹ͓͚Δ۩ମ
తͳྫࣄͳͲ΋౿·͑ͳ͕Βɺࣄߦͷਫ਼બ΍ڭһͷձٞͷݮ࡟ͳͲʹࢭ·Βͣɺࢣڭͷಇ͖ํվֵΛ࣮ڭͭͭ͠ݱҭ
ͷ࣭త্޲ΛਤΔͨΊͷΧϦΩϡϥϜϚωδϝϯτ΍ֶ͕ࢣڭͼ߹͏ίϛϡχςΟͱͯ͠ͷֶߍͷ͋Γํʹ͍ͭͯల
๬Λ୓͍͍͖ͯ·͢ɻίϩφՒֶ͕ߍʹ༷ʑͳࠔ೉ͱಉ࣌ʹมԽͷػձΛ΋ͨΒͨͦ͜͠ࠓɺֶߍͱ͍͏૊৫ͷχϡ
ʔϊʔϚϧΛ୳Γɺڠಇ͢Δ૊৫ɺֶͼ߹͏૊৫ͱͯ͠ͷֶͮ͘ߍΓΛਐΊΔػ޷Ͱ͢ɻࠓճͷ ;POF�# Ͱ͸ɺͦ͏
ͨ͜͠Ε͔Βͷֶߍͷ࢟Λ͍ࢥඳ͖ͭͭɺڭҭͷ࣭త্޲ͱಇ͖ํվֵͱͷཱ྆ʹ͍ͭͯɺଟ༷ͳ࣮ફΛڞ༗͠ɺڞ
ՃΛ͓଴͓ͪͯ͠Γ·͢ɻࢀɻଟ͘ͷօ͞·ͷ͢·͍ࢥͱ͍͖͍ͨͯ͑ߟʹ
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�݄ͷϥ΢ϯυςʔϒϧͷ ;POF�$ Ͱ͸ʮίϩφՒঢ়گʹ͓͚ΔίϛϡχςΟͷֶͼͷల๬Λ୓͘ʯͱ͍͏ςʔϚʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻ౰࣌͸ɺίϩφՒͱ͍͏ঢ়͕گɺ͍ͬ
ɺʮΦϯ͕ͨ͠·͠࠵Ͱ։ܗͰͨ͠ɻͦͷΑ͏ͳதͰɺʮͤΊͯΦϯϥΠϯͰʯͱ͍͏گͲͷΑ͏ͳ໰୊Λ΋ͨΒ͍ͯ͠Δͷ͔͑͞ɺ໌֬ʹଊ͖͑Ε͍ͯͳ͍ঢ়ʹͪͨࢲ͍ͨ
ϥΠϯ͔ͩΒʯ͜Ε·ͰҎ্ʹଟ༷ͳ஍Ҭ͔ΒࢀՃ͍ͯͩ͘͠͞·ͨ͠ɻͦͯ͠ɺ๊͓͍͕͍ͯ͑ޓΔ೰Έ΍ෆ҆ʹࣖΛ͚܏߹͏ͱͱ΋ʹɺ͜ͷঢ়گͰ΋࣮ફΛల։ͤ͞Δ
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͘ͷ෼அΛੜΈग़͠ɺཱͤ͞ݽΒΕΔਓʑΛੜΈग़͍ͯ͠·͢ɻಉ࣌ʹɺ͜Ε·Ͱͪͨࢲͷࣾձ͕͢Ͱʹ๊͍͑ͯͨ՝୊ʕ౎ࢢҰूۃதͷݶքͱ஍ҬͷաૄԽͷ໰୊ɺྸߴ
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ɹ͜Ε·Ͱɺ͜͏ͨ͠՝୊ͷղܾʹऔΓ૊Έɺਓʑͷؒͷͭͳ͕ΓΛ͖ͨͯ͑ࢧɺଟ͘ͷίϛϡχςΟͰͷ׆ಈ΋ɺܭըͷมߋɺԆظ΍த܁͕ࢭΓฦ͞ΕɺίϛϡχςΟͷ
ಈΛ௨ͯ͠๰׆Δ͜ͱ΋ɺ࣋͢खͨͪͷϞνϕʔγϣϯΛҡ͑ࢧɺίϛϡχςΟͷ͖ͨͯ͑ࢧಈΛ׆Ε͍ͯ·͢ɻͦͷ͜ͱ͸ɺ͜ͷʮίϩφՒͰ΋ʯͱ͔͞ڴଓՄೳੑ͕࣋
͕ΕΔֶͼΛੈ࣍୅΁ͱҾ͖͙͜ܧͱ΋ɺҰ૚ʹࠔ೉ʹ͍ͯ͠·͢ɻͦͷҰํͰɺ͜Ε·Ͱഓ͖ͬͯͨίϛϡχςΟͷֶͼ͕͔͋ͬͨΒͦ͜ɺ͜ͷࠔ೉ͳঢ়گͰ΋๰͕Εͯ
͍Δ࣮ફ͕͋Γ·͢ɻ΋͘͠͸ɺΦϯϥΠϯɾπʔϧͷීٴ͸ɺࠓ·Ͱʹͳ͔ͬͨਓʑͷަྲྀɾͭͳ͕ΓΛੜΈग़͢͜ͱ΋Մೳʹ͍ͯ͠·͢ʕ�݄ͷϥ΢ϯυςʔϒϧ͕ͦ
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実践研究福井ラウンドテーブル

ZONE D  
2021 Spring Sessions Feb 20th

International Initiatives on Teacher Education Reform:
Perspectives on “Reflective Lesson Study”

　The Sustainable Development Goals (SDGs) to be achieved by 2030 set out to provide inclusive, equitable and quality 
education for all and to promote lifelong learning opportunities in which improvement of teacher education is one of the touted 
targets. The University of Fukui Department of Professional Development of Teachers has been in partnership with JICA 
Africa agenda-specific training on launching projects for teacher education reform through lesson study in the region from 
2016. Concurrently, the university has continued to accommodate requests for teacher training from Egypt, Saudi Arabia, 
Singapore, Thailand, among others with Fukui-style lesson study, more known as “Reflective Lesson Study” as its main core. 
These teacher reform projects have resulted in contextualized variations of lesson study around the world; each case is unique 
though they all fall under a bigger umbrella of the vision to uplift the quality of education. Accordingly, the Fukui Bi-Annual 
Roundtable Zone D: International is a platform for sharing, reflecting and networking on different reforms on teacher education 
around the world. 
　Zone D: International Teacher Education Reform consists of a symposium and small group discussions. The first session 
(symposium) explores the theme of ʻPerspectives on “Reflective Lesson Study”ʼ . At the symposium, past participants from 
Africa of the knowledge co-creation program between JICA and the University of Fukui will speak of their experiences in the 
training, their new gained perspectives of reflective lesson study, and their current initiatives towards reflective lesson study 
expansion. Implementation, challenges and collaboration are some of the key topics that will be reflected upon to gain insights 
of local and global perspectives of reflective lesson study. In the subsequent session of small groups, participants will be asked 
to concretely think of and relate such big ideas to their respective institutions or school practices. All sessions in this zone will 
be conducted in English.

Session Ⅰ15:00-16:40 　Symposiums　Perspectives on “Reflective Lesson Study”
   　　Past DPDT-JICA Knowledge Co-Creation Program African Participants
 <Panelist>　　1. Malawi: Moyo Ganizani, Jesuit Secondary School Teacher, Teacher
   2. Uganda: Betty Auma, Regional Lesson Study Trainer, Dr. Obote College
   3. Ghana: Thomas Arboh, Manager, Police Education Unit Board Member, 
          The National Teaching Council
 ＜Commentator＞　Takahiro Endo, University of Fukui, Associate Professor
 ＜Coordinator＞Pauline Mangulabnan, University of Fukui, Assistant Professor

Session Ⅱ16:40-17:30    Forum　 Exchange of practices 
      (based on the theme presented in the symposium)
     17:30-17:40 Closing

International 



実践研究福井ラウンドテーブル

ZONE E 
2021 Spring Sessions Feb 20th

学びと教えのニューノーマルを協働探究する
－若者たちと大人たちによる新しい学びの地図のデッサン－

　2020 年春、COVID-19 パンデミックに対する教育的応答として始まったプロジェクト、中高生・大学
生をはじめとした若者たちと大人たちによる「学びと教えのニューノーマル」の協働探究の歩みは、いよ
いよ最初の「集大成」に向けて舵をきります。2021 年 1 月 12 日（火）の NET WORKING MEETING
から「構え」を整えはじめ「私たちがつくりたい社会・世界のウェルビーイング」「今、そしてこれから必
要なチカラとココロ」の対話をかさね、2 月 20 日（土）21 日（日）実践研究福井ラウンドテーブルにて

「楽しい学校」と「評価・受験のニューノーマル」を協働探究し「新しい学びの地図」の中にデッサンして
いきます。
　以下のロードをとおして参加者間の対話・関係・信頼を深めていきます。2 月 20 日（土）21 日（日）
前の各種ミーティング・セッションには、ご都合のつく範囲で無理なくご参加ください。出入り自由です。
　

探究 

 　　　　　　　　ROAD TO FUKUI ROUND TABLE 2021 SPRING SESSIONS, FEB 20th & 21st
１月１２日（火）19:30-21:00　NETWOKING MEETING　複数ネットワークを編み込み、メンバーの関係を深めます
１月１９日（火）19:30-21:00　STARTING-OFF MEETING　ビジョンを共有します
　　　　　　　　　　　　　　探究対話「私たちがつくりたい社会・世界のウェルビーイング」
１月２３日（土）14:30-17:30　3rd COLLABORATIVE INQUIRY MEETING hosted by KANAZAWA
　　　　　　　　　　　　　　協働探究 「今、そしてこれから必要なチカラとココロ」

２月　２日（火）19:30-21:00　ROUND TABLE PRE-SESSION 1　探究対話「楽しい学校をみんなで考える」

２月　９日（火）19:30-21:00　ROUND TABLE PRE-SESSION 2　探究対話「評価・受験のニューノーマルをみんなで考える」

２月２０日（土）  13:00-17:00　4th COLLABORATIVE INQUIRY MEETING in NARA   ONSITE* & LINE
　　　　　　　　　　　　　　協働探究「私たちが求める “楽しい学校” をデッサンする」
２月２１日（日）  10:00-14:00　ROUND TABLE CROSS SESSIONS
    若者ラウンド「評価・受験のニューノーマルをデッサンする」
    大人ラウンド「探究の長い実践のあゆみを語り聴き合う」



実践研究福井ラウンドテーブル

ZONE F  
2021 Spring Sessions Feb 20th

多様な子どもたちの学びと育ちを支えるコミュニティを培う

共生社会の実現、多文化共生、ダイバーシティの推進など、多様性が尊重される社会の実現は、我が国における一つの大きな課題
となっています。多様性の尊重はマイノリティや社会的弱者といった一部の人々に関する問題としてクローズアップされがちです
が、そもそも、私たちはみなそれぞれがユニークな存在であり、多様性を彩る一員です。つまり、多様性が尊重される社会とは、
全ての人があるがままに生きることが大切にされる社会に他なりません。そうした意味でのインクルーシブな社会の実現には、全
ての子どもがあるがままの存在として生き、育つことのできる教育の取り組みが不可欠です。この困難な課題に立ち向かうため、
この度、「ZoneF インクルーシブ教育」は立ち上がりました。　「一人ひとりの子どもが自らの個性や能力を発揮することができる
学習環境をいかにコーディネートするのか」、「インクルーシブ教育の根幹にある個に応じた支援を学級という集団の中でどのよう
に行ない、いかにして子どもたち同士の学び合いや自治活動へと繋げていくのか」、「多様な子どもがいるからこそ生まれる育ちや
学びとはどのようなものであるのか」、「地域で共に生きることをいかに支えるのか」、今まさに直面している課題について、参加者
のみなさまと共に探究していきたいと思います。
　日頃の実践の中で感じている悩み、課題、考え、これまでに取り組んできた小さなあるいは大きなチャレンジを携えてご参加く
ださい。互いの実践を聴き、語り合うことを通じ、「このメンバーだからこそ生まれる学び」を参加者のみなさんと共に形作って
いきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　12：00-13：00　接続開始 (ZOOM)
　　　　　　　　　　　　　13：00-13：10　オリエンテーション　　
　　　　　　　　　　　　　13：10-15：00　シンポジウム：多様な子どもたちが学び合うコミュニティを創る（仮題）
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジスト：群馬県立二葉特別支援学校　　　教諭　　南雲　敏秀　氏　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  福井大学教育学部附属義務教育学校前期課程　研究主任　　川﨑　耕介　氏　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あわら市本荘小学校　　　　　　校長　　志田　智子　氏　　　　　　　　　   
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：福井市足羽小学校　　　　　　　校長　小杉　真一郎　氏
　　　　　　　　　　　　　15：15-17：00　フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A. 小学校における授業実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：長野県伊那市立伊那小学校　　井澤　滋　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター： 附属義務教育学校前期課程　川﨑　耕介　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B. 高等学校における特別支援教育の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：福井県立奥越明成高等学校　石倉　千智　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：福井市足羽小学校　校長　小杉　真一郎　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C. 特別支援学校における授業実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：福井大学教育学部附属特別支援学校　小嵐　英輔 　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：群馬県立二葉特別支援学校　　　　　南雲　敏秀　氏
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※タイムスケジュールは今後変更になる場合があります。

インクルーシブ 

福井県の特別支援教育を牽引し、本ラウンドテーブル Zone F でもコメン
テーターをお願いしておりました 福井市足羽小学校校長  小杉真一郎先生
が令和３年１月２７日にご逝去されました。学校がすべての子ども達の笑
顔が輝く場であることを願って真摯に仕事に取り組んでこられた小杉先生
の思いを大切に受け継ぎながら、私たちはインクルーシブな社会の実現に
向け、実践と省察を続けていきたいと思います。小杉先生のこれまでの御
尽力に感謝申し上げるとともに、心からご冥福をお祈り申し上げます。




